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1. はじめに 

近年台湾の地理と気候は茶の植栽に最適で

あり、様々な高品質の茶が生産されている。特

にいくつかの有名産地があり、その産地での茶

の製品が増加しているが、同時にこれらの原料

偽装向上やブランドの定着のためにも産地認

証システムの確立とそのシステムを利用して

偽装などのない高品質の製品や新たな高付加

価値化の商品などの開発が求められる。 

本発表では台湾での現状のお茶ビジネスや

有名産地のお茶の偽装防止のための取り組み

などの現状と課題を明らかにする。 

 

2. 研究手法 

本研究では、流通時の現状として、台湾の茶

生産地での偽装対策などの取り組みと日本で

の認証システムを導入した事例などを調査し、

高付加価値化では、GAPや有機JASなどでの栽

培時からの品質管理で製品の高品質化を狙っ

ている日本での取り組みなどを調査した。さら

に新たなお茶の楽しみ方が注目されているこ

とから両国での新規の茶ビジネスの事例調査

とそのような取り組みに品質保証や高品質化

などがどのように利用されているかについて

も調査した。 

 

3. 茶産業について 

3.1台湾の茶産業 

2016年に台湾区製茶工業同業公会は約1500

億元であり、そのうち約1000億元(3500億円)は

外食業界、泡沫飲料（ドリンクスタンド）、缶

詰飲料業界では約250億であると推定されてい

ます。国内の贈答品と三通間1800〜2500億元

(12〜17％)の小規模、約13億元(0.8％)の輸出販

売。 

2015年に食品産業開発研究所が発表した調

査によると、2013年の台湾茶市場の総流通量は

43,340トンで、そのうち24,797トン(約57％)が

加工茶飲料または手回し茶に加工されていま

す。飲料;茶葉1 853トン(約25％)が輸出または

訪問者からの贈り物として台湾から持出され

ます。残りの7783トン(約18％)は、包装茶、テ

ィーバッグ、茶粉などの茶製品として使用され

食品原料は中国人によって消費されます。1） 

 

図表1 2013年の台湾茶市場の総流通割合（％） 

 

4. 品質管理と品質保証 

4.1台湾でのお茶の品質管理 

品質管理について農産物と安全、近年が品質

向上の目的から農業委員会の制度が推進され、

この計画では生産から販売などを記録と検証

する他、茶葉生産地認証も行っている。 

4.2台湾でのお茶の品質保証（偽装防止） 

台湾での有名産地のお茶のための取り組み

は、産地証明標章と産地団体商標の二つがあり、

これらの偽装防止と品質管理のシステムを導

入することで、有名産地のお茶の信頼性の維持
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の取り組みが増えている。例えば、阿里山高山

茶、凍頂烏龍茶などがある。さらに、台湾の茶

葉生産地での「台湾優良茶産地証明マーク」は

2012年に8件の地域によって、産地認証が登録

されている。（図表2）。 

図表2. 2012年8件産地認証の取り組み2） 

 

5. 日本のお茶産業について 

図表3緑茶市場規模と原料茶使用量の予測3） 

図表3から以下のことがわかる 

（1）日本国内緑茶の現状について、急須で淹

れる茶を減らして、ペットボトルの製造が

増加している。 

（2）購入場所も量販店、コンビニ、自動販売

機など広範をなっている。 

（3）抹茶や粉末茶を利用した（アイス、菓子）

商品が多くなっている。 

 

6. 新規茶ビジネスの事例4） 

近年、台湾と日本には新しいお茶の楽しみ方

について調査を行った。台湾と日本のお茶葉が

ほぼ違いがあり、日本では緑茶の飲み方が多い

が、日本より台湾は発酵茶が多い例えば烏龍茶

と鐵觀音茶など、それについて国は茶葉を淹れ

方も違いと、タピオカミルクティーの影響につ

れて、新しい飲み方も増えて、新規茶カフェビ

ジネスの調査を行った。 

 

7. SWOT分析 

SWOTの分析に関しては、日本での茶産業の

SWOT分析を参考に台湾の現状からまとめた。 

（1）強みは台湾特色茶にはたくさんの植栽が

ある。 

（2）弱みは農薬残量の事件が起こった、消費

者が不信任感を持っている。 

（3）機会は台湾茶が世界で有名がある。 

（4）脅威は海外の低コストの茶葉を輸入した、

低品質茶葉は大体飲料業界で使用する。 

 

8. 結果（改善策の提案） 

7のSWOT分析より以下のことを提案する。 

台湾での有名産地のお茶の偽装防止のため

の取り組みは、阿里山高山茶など、１４産地ま

で広がっており、これらの偽装対策やお茶自身

の品質管理のシステムを導入することで、お茶

の信頼性の維持の取り組みが増えている。また

栽培の品質向上の目的から台湾での適正農業

規範（TGAP）での生産と履歴記録の実施や販

売履歴茶システムなどにより、消費者の信頼性

確保の試みが実施されている。一方日本におい

ても大手製茶メーカーであるハラダ製茶の

GLOBAL-GAP で の 生 産 や 有 機 JAS や

FSSC22000、さらには飲料関係の国際的な認証

であるUTZ認証を取得した生産など品質保証

の取り組みが盛んとなっている。これらの取り

組みは、「食の安全」に関する消費者意識の向

上を受け、生産者に対して原料の保証が必要で

あることを明確に示している。新規の茶につい

ては茶のブレンドや茶と炭酸、果汁などとの組

み合わせ、さらに台湾での抹茶の利用や、日本

の茶カフェでの台湾メニューの提供など新規

消費者（特に若年層）に対応した動きがみられ

た。 
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